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﹇
絵
葉
書
情
報
﹈ 

秦
テ
ル
ヲ
《
ア
ブ
サ
ン
と
シ
ヤ
ヌ
イ
ー
》 

モ
ノ
ク
ロ 

未
使
用 

発
行
所
・
印
刷
所
無
表
記 

原
画
完
成
時
期 

一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
六
月 

絵
葉
書
発
行
時
期 

一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
六
月
〜
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
頃 

図
版 

一
二
・
四
〇×

八
・
四
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

絵
葉
書 

一
四
・
二
〇×

九
・
〇
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

   

﹇
解
説
﹈ 

こ
の
絵
葉
書
に
は
日
本
画
家
の
秦
テ
ル
ヲ
の
作
品
《
ア
ブ
サ
ン
と
シ
ヤ
ヌ
イ
ー
》
の
図
版
が
印
刷
さ
れ

て
い
る
。
図
版
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

（

註

一

）

に
は
「
テ
ル
ヲ
氏
作
品

（

註

二

）

」
と
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
落
款
に
は

「
ハ
ダ 

テ
ル
ヲ
」
と
あ
る
の
で

（

註

三

）

、
秦
テ
ル
ヲ
の
作
品
だ
と
分
か
る
。
《
ア
ブ
サ
ン
と
シ
ヤ
ヌ
イ
ー
》
の

「
ア
ブ
サ
ン
」
は
酒
の
ア
ブ
サ
ン
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
「
シ
ヤ
ヌ
イ
ー
」
が
何
を
意
味
す
る
の
か
は
不
明

で
あ
る
。 

こ
の
作
品
は
秦
テ
ル
ヲ
の
大
規
模
な
回
顧
展
の
図
録

（

註

四

）

に
は
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
存
す
る
か
ど
う
か
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は
分
か
ら
な
い
。
原
画
の
技
法
・
支
持
体
・
寸
法
な
ど
の
作
品
情
報
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
図
版
の
落
款

に
基
づ
け
ば
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
六
月
に
完
成
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
絵
葉
書
の
発
行
時
期
は

そ
れ
以
後
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
絵
葉
書
の
宛
名
面

（

註

五

）

の
仕
切
り
線
の
位
置
は
三
分
の
一
に
見
え
な
く
も

な
い
が
、
三
分
の
一
と
い
う
に
は
少
し
高
い
位
置
に
あ
る
。
も
し
三
分
の
一
な
ら
、
仕
切
り
線
の
位
置
は

一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
に
二
分
の
一
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
絵
葉
書
の
発
行
時
期
は
そ
れ
以
前
だ
ろ
う

と
推
測
で
き
る
の
だ
が
、
判
断
が
難
し
い
。
一
方
、
宛
名
面
上
部
に
「
郵
便
は
か
き
」
と
い
う
表
記
が
あ

る
が
、
こ
の
表
記
は
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
か
ら
「
郵
便
は
が
き
」
と
な
っ
た
の
で
、
絵
葉
書
の
発
行

時
期
は
そ
れ
以
前
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
こ
れ
を
一
応
の
発
行
時
期
の

下
限
と
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。 

美
術
作
品
の
絵
葉
書
は
展
覧
会
の
際
に
つ
く
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
か
ら

一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
題
名
が
分
か
っ
て
い
る
秦
テ
ル
ヲ
の
展
覧
会
出
品
作
品

の
中
に
は
《
ア
ブ
サ
ン
と
シ
ヤ
ヌ
イ
ー
》
は
見
当
た
ら
な
い
の
で

（

註

六

）

、
今
回
の
絵
葉
書
が
展
覧
会
の
際
に
つ

く
ら
れ
た
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
の
「
秦
テ
ル
ヲ
作
品
展
覧

会
」
に
《
ア
ブ
サ
ン
を
飲
み
し
群
》
（
大
正
元
年
作
ま
た
は
同
二
年
作
）
と
い
う
作
品
な
ら
出
品
さ
れ

て
い
る

（

註

七

）

。
こ
の
作
品
は
《
ア
ブ
サ
ン
と
シ
ヤ
ヌ
イ
ー
》
と
題
名
の
「
ア
ブ
サ
ン
」
が
共
通
し
、
制
作
時
期

も
近
い
。
同
展
覧
会
の
会
場
を
撮
影
し
た
と
思
わ
れ
る
写
真
が
残
っ
て
お
り

（

註

八

）

、
そ
の
写
真
の
左
か
ら
二
番

目
に
写
っ
て
い
る
絵
が
《
ア
ブ
サ
ン
と
シ
ヤ
ヌ
イ
ー
》
と
似
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
写
真
が
小
さ
い

の
で
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
し
そ
の
絵
が
《
ア
ブ
サ
ン
と
シ
ヤ
ヌ
イ
ー
》
と
同
じ
作
品
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
同
展
覧
会
の
出
品
作
の
中
で
《
ア
ブ
サ
ン
と
シ
ヤ
ヌ
イ
ー
》
に
題
名
と
制
作
時
期
が
近
い

の
は
《
ア
ブ
サ
ン
を
飲
み
し
群
》
な
の
で
、
両
者
は
同
じ
作
品
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。 

《
ア
ブ
サ
ン
と
シ
ヤ
ヌ
イ
ー
》
に
は
デ
カ
ダ
ン
な
雰
囲
気
が
濃
厚
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
テ
ル
ヲ
の

《
女
郎
（
花
骨
牌
）

（

註

九

）

》
と
い
う
作
品
の
落
款
に
は
「
大
正
二
年
八
月

（

註

一
〇

）

」
と
あ
り
、
こ
の
作
品
は
「
現
存
す
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る
テ
ル
ヲ
作
品
の
中
で
、
デ
カ
ダ
ン
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
持
っ
た
最
初
の
作
品
で
あ
る
。

（

註

一
一

）

」
と
い
わ
れ
る
が
、

こ
の
作
品
は
画
風
と
モ
テ
ィ
ー
フ
が
《
ア
ブ
サ
ン
と
シ
ヤ
ヌ
イ
ー
》
と
似
て
い
る
。
《
ア
ブ
サ
ン
と
シ
ヤ

ヌ
イ
ー
》
は
《
女
郎
（
花
骨
牌

）
》

よ
り
も
二
ヶ
月
早
く
完
成
し
て
い
る
の
で
、
も
し
実
際
の
作
品
が
現

存
し
な
い
の
だ
と
し
て
も
、
図
版
が
残
っ
て
い
る
こ
と
の
価
値
は
高
い
と
い
え
よ
う
。 

  

〔
註
〕 

一
、 

こ
のPD

F

と
は
別
に
用
意
し
て
あ
る
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
画
像
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

二
、 

な
お
、
「
テ
ル
ヲ
氏
作
品
」
に
付
さ
れ
た
鍵
括
弧
は
、
原
文
で
は
始
ま
る
方
と
閉
じ
る
方
の
順
序 

が
逆
に
な
っ
て
い
る
。 

三
、 

こ
のPD

F

と
は
別
に
用
意
し
て
あ
る
落
款
印
章
の
画
像
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

四
、 

笠
岡
市
立
竹
喬
美
術
館
（
上
薗
四
郎
）
・
練
馬
区
立
美
術
館
（
野
地
耕
一
郎
）
・
京
都
国
立
近
代 

美
術
館
（
島
田
康
寬
／
小
倉
実
子
）
・
日
本
経
済
新
聞
社
編
『
デ
カ
ダ
ン
か
ら
光
明
へ 

異
端
画

家
秦
テ
ル
ヲ
の
軌
跡
―
―
そ
し
て
竹
久
夢
二
・
野
長
瀬
晩
花
・
戸
張
孤
雁
…
』
（
日
本
経
済
新
聞

社
、
発
行
年
月
日
は
無
表
記
だ
が
著
作
権
表
記
は
二
〇
〇
三
年
、
以
下
同
書
を
『
デ
カ
ダ
ン
か
ら

光
明
へ
』
と
略
記
す
る

）。 

五
、 

こ
のPD

F

と
は
別
に
用
意
し
て
あ
る
宛
名
面
の
画
像
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

六
、 

小
倉
実
子
編
「
秦
テ
ル
ヲ
略
年
譜
」
の
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
〜
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年 

（
『

デ
カ
ダ
ン
か
ら
光
明
へ
』
﹇
註
四
の
文
献
﹈
二
一
八
〜
二
二
四
頁

）。

な
お
、
こ
の
年
譜
で

は
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
は
省
略
さ
れ
て
い
る
の
で
、
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
ま
で
を
確
認

し
た
。 

七
、 

小
倉
実
子
編
「
秦
テ
ル
ヲ
略
年
譜
」
（
註
六
の
文
献
）
の
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
（
二
一
九 
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頁

）。

展
覧
会
は
五
月
一
七
日
〜
同
月
二
三
日
、
日
比
谷
美
術
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
《
ア

ブ
サ
ン
を
飲
み
し
群
》
は
同
展
の
「
作
品
目
録
」
の
第
二
六
番
で
あ
る
。 

八
、 

小
倉
実
子
編
「
秦
テ
ル
ヲ
略
年
譜
」
（
註
六
の
文
献
）
所
載
の
「
東
京
日
比
谷
美
術
館
の
個
展
会 

場
に
て
、
樫
野
南
陽
と
共
に
」
（
一
九
一
五
年
、
二
一
九
頁

）
。

な
お
、
同
年
譜
に
は
他
に
も
作

品
の
展
示
風
景
な
ど
の
写
真
が
載
っ
て
い
る
が
（
二
一
七
〜
二
二
二
頁

）、

写
真
の
画
質
や
サ
イ

ズ
の
問
題
に
よ
り
、
写
っ
て
い
る
作
品
の
絵
柄
が
判
別
で
き
な
い
場
合
も
多
い
の
で
、
《
ア
ブ
サ

ン
と
シ
ヤ
ヌ
イ
ー
》
が
写
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。 

九
、 

秦
テ
ル
ヲ
《
女
郎
（
花
骨
牌

）》

（
一
九
一
三
年
、
絹
本
着
色
・
額
、
四
三
・
〇×

一
一
五
・
五 

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
京
都
国
立
近
代
美
術
館

）。

『
デ
カ
ダ
ン
か
ら
光
明
へ
』
（
註
四
の
文
献
）

cat.no.9

（
図
版
三
四
〜
三
五
頁
、
無
署
名
「
作
品
目
録
」
﹇
二
二
九
頁

﹈）

参
照
。 

一
〇
、
無
署
名
「
主
要
作
品
の
落
款
印
章
」
の
第
九
番

（『

デ
カ
ダ
ン
か
ら
光
明
へ
』
﹇
註
四
の
文
献
﹈ 

一
九
三
頁

）。 

一
一
、
上
薗
四
郎
「
秦
テ
ル
ヲ
の
デ
カ
ダ
ン
」

（『

デ
カ
ダ
ン
か
ら
光
明
へ
』
﹇
註
四
の
文
献
﹈
一
七
九 

頁

）。 

        



 5

執
筆
者
・
発
行
者 

植
田
智
晴 

二
〇
一
〇
年
六
月
一
九
日 

初
稿
発
行 

二
〇
一
二
年
九
月
九
日 

第
二
稿
発
行 
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こ
のPD

F

の
無
断
で
の
転
載
、
複
製
な
ど
は
禁
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 


